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﹃
交
通
史
研
究
﹄
投
稿
規
程

一
　
投
稿
の
原
則

1�

．
投
稿
す
る
者
は
本
会
会
員
に
限
り
ま
す
。
但
し
、
編
集
委
員
会
よ
り

の
執
筆
依
頼
原
稿
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2�

．
投
稿
前
に
交
通
史
学
会
の
開
催
す
る
大
会
自
由
論
題
報
告
（
例
年
五

月
開
催
）
や
例
会
で
の
研
究
報
告
を
強
く
推
奨
い
た
し
ま
す
。
例
会
の

開
催
予
定
や
研
究
報
告
の
希
望
等
に
つ
き
ま
し
て
は
本
会
事
務
局
の
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

二
　
原
稿
種
別
と
枚
数
　︵
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
換
算
︶

（
一
︶
論
文�

四
〇
枚
か
ら
七
〇
枚

（
二
）
研
究
ノ
ー
ト�

三
〇
枚
か
ら
七
〇
枚

（
三
）
研
究
動
向
（
問
題
提
起
）・
史
料
紹
介
・
書
評

�
一
〇
枚
か
ら
二
〇
枚

（
四
）
十
字
路
（
地
域
情
報
、
研
究
余
滴
な
ど
）�
五
枚
か
ら
一
〇
枚

（
五
）
巡
見
参
加
記�
五
枚
程
度
＋
写
真

（
六
︶
新
刊
紹
介
、
博
物
館
・
展
覧
会
情
報
等�

適
宜

上
記
の
規
定
枚
数
の
中
に
は
図
・
表
・
写
真
な
ど
す
べ
て
を
含
み
ま
す
。

三
　
原
稿
作
成
上
の
注
意
点

1�

．
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
や
一

太
郎
な
ど
）
を
用
い
た
原
稿
執
筆
を
推
奨
い
た
し
ま
す
。
原
稿
種
別
の

（
一
）
か
ら
（
四
）
ま
で
は
一
行
二
五
字
、
そ
れ
以
外
は
一
行
二
七
字

で
書
式
設
定
し
て
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
手
書
き
原
稿
の
場
合
、
四
〇

〇
字
詰
め
ま
た
は
二
〇
〇
字
詰
め
の
縦
書
き
原
稿
用
紙
を
ご
使
用
く
だ

さ
い
。
一
マ
ス
一
字
、
丁
寧
な
字
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

2�

．
文
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
使
用
し
、
必
要
に
応
じ
て
ル
ビ
を

付
し
て
く
だ
さ
い
。

3�

．
註
は
本
文
中
も
し
く
は
行
間
に
（
1
）、（
2
）
の
よ
う
に
順
番
に
示

し
、
本
文
末
尾
に
列
記
し
て
く
だ
さ
い
。
出
典
の
表
記
は
、
原
則
と
し

て
、
著
者
名
、
論
文
名
ま
た
は
書
名
、
掲
載
誌
（
巻
号
）
ま
た
は
出
版

社
、
発
行
年
、
頁
数
の
順
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

4
．
章
立
て
の
階
層
の
表
記
は
、
一
、（
一
）、
1
の
順
と
し
て
く
だ
さ
い
。

5�

．
原
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
必
ず
「『
交
通
史
研
究
』
執
筆
要
項
」（
希

望
者
に
配
布
し
ま
す
の
で
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

6�

．
数
字
は
漢
数
字
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。
数
字
の
表
記
は
原
則
以
下
の

要
領
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
原
稿
内
で
表
記
揺
れ
の
無
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

◦�

万
の
位
以
上
は
単
位
語
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
四
ケ
タ
以
下
の
金

額
・
距
離
・
法
量
・
百
分
率
・
西
暦
年
数
な
ど
の
表
記
の
際
は
、
単

位
語
は
用
い
ず
例
文
の
表
記
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

※�

例
：
一
〇
九
万
六
三
〇
〇
円
／
一
〇
・
六
㎞
／
二
〇
一
四
年

　

◦�

年
号
に
つ
い
て
は
、
元
号
表
記
の
場
合
、
元
号
と
西
暦
を
対
照
で
き

る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
丸
括
弧
で
補
っ
て
く
だ
さ
い
。
元
号
と
西

暦
の
順
序
は
問
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
年
月
日
を
表
記
す
る
場
合
、
原

則
十
の
位
の
表
記
に
は
「
十
」
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

※�

例
：
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
二
月
九
日
／
一
九
四
六
年
（
昭

和
二
十
一
︶
十
二
月
二
十
五
日

7�

．
図
・
表
・
写
真
は
、
論
旨
の
展
開
上
、
必
要
最
小
限
の
枚
数
に
限
り

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ト
レ
ー
ス
な
ど
が
必
要
な
図
は
業
者
に
依
頼
し
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ま
す
の
で
、
実
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
図
・
表
・
写

真
は
表
題
・
出
典
を
明
記
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
説
明
文
を
添
え
て
く
だ

さ
い
。
図
・
表
・
写
真
な
ど
の
挿
入
箇
所
を
原
稿
余
白
に
指
定
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
著
作
権
等
に
つ
い
て
の
処
理
は
必
ず
執
筆

者
本
人
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
本
投
稿
規
程
九
に
よ
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
許
可
等
を
得
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
執
筆
者
の
責
任
の
範
囲
内
で
生
じ
た
著
作
権

等
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
会
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

8�

．
原
稿
種
別
の
（
一
）
か
ら
（
二
）
に
は
英
文
タ
イ
ト
ル
を
付
し
ま
す

の
で
、
原
稿
送
付
状
に
英
文
タ
イ
ト
ル
、
な
ら
び
に
英
文
の
的
確
さ
を

校
閲
す
る
た
め
、
二
〇
〇
字
程
度
の
要
旨
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
編

集
委
員
会
に
て
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

9�

．
原
稿
種
別
の
（
一
）
か
ら
（
五
）
に
つ
い
て
は
、
原
稿
送
付
状
に
三

か
ら
五
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
記
し
て
く
だ
さ
い
。

四
　
審
査

1�

．
原
稿
種
別
の
（
一
）
か
ら
（
三
）
の
投
稿
原
稿
の
採
否
は
、
編
集
委

員
会
が
依
頼
し
た
査
読
者
二
名
以
上
の
意
見
を
も
と
に
編
集
委
員
会
で

決
定
い
た
し
ま
す
。
投
稿
後
四
カ
月
以
内
を
目
途
に
採
否
も
し
く
は
審

査
の
進
捗
状
況
を
通
知
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
二
重
投
稿
は
認
め
ま
せ

ん
。

2�

．
審
査
結
果
に
よ
り
、
原
稿
種
別
の
変
更
を
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。
編
集
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
場
合
は
修
正
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
編
集
段
階
で
細
部
の
表
現
上
の
修
正
を
加
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

五
　
抜
刷
等

1�

．
原
稿
種
別
の
（
一
）
か
ら
（
三
）
の
執
筆
者
に
は
掲
載
誌
を
三
部
進

呈
い
た
し
ま
す
。

2�

．
抜
刷
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
五
〇
部
単
位
で
の
実
費
負
担
と
な
り

ま
す
。
必
要
部
数
を
原
稿
送
付
状
に
明
記
し
て
く
だ
さ
い
（
五
〇
部
七

五
〇
〇
円
程
度
）。

六
　
投
稿
方
法

1�

．
原
稿
種
別
の
（
一
）
か
ら
（
三
）
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
原
稿

一
部
と
そ
の
コ
ピ
ー
二
部
、
計
三
部
、
な
ら
び
に
送
付
状
（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
本
会
事
務
局
（
会
誌
奥
付
参
照
）
宛

に
書
留
郵
便
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
同
時
に
本
会
事
務
局
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
（jshtc@

kotsushi.org

）
宛
に
原
稿
を
送
付
し
た
旨
の
メ
ー

ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
決
定
後
、
編
集
委
員
会
の
指
定
す
る

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に
最
終
原
稿
の
デ
ー
タ
を
お
送
り
下
さ
い
。

2�

．
原
稿
種
別
の
（
四
）
か
ら
（
六
）
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
が
指

定
す
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
編
集
委
員
会
で
若
干
の
修
正
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

七
　
校
正

原
稿
種
別
（
一
）
か
ら
（
四
）
に
つ
い
て
は
、
著
者
に
よ
る
校
正
を
一
回

と
し
ま
す
。
そ
の
他
の
原
稿
の
著
者
校
正
は
原
則
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

八
　
論
文
の
転
載
に
つ
い
て

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
原
稿
種
別
の
（
一
）
か
ら
（
二
）
は
、
公
開
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
自
己
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
て
も
、
原
則
と

し
て
掲
載
後
二
年
間
は
転
載
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
二
年
後
に
転
載
を
希
望

さ
れ
る
方
は
本
会
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
、
編
集
委
員
会
の
許
可
を
得
て
く

だ
さ
い
。
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九
　
掲
載
原
稿
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
に
つ
い
て

二
〇
一
五
年
四
月
以
降
に
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
（
一
）
か
ら
（
六
）
の
原

稿
は
、
と
く
に
執
筆
者
か
ら
の
申
し
出
が
な
い
限
り
、
す
べ
て
国
立
研
究
開

発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
が
運
営
す
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
公
開
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
に
お
い
て
、
会
誌
掲
載
後
一
定
期
間
を
経
て
公
開

さ
れ
ま
す
。
ご
投
稿
・
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
原
稿
は
、
そ
の
旨
を
ご
了
承
い

た
だ
い
た
も
の
と
し
ま
す
。

�

（
二
〇
二
四
年
三
月
一
部
改
訂
）
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『交通史研究』原稿送付状

※印の箇所は記入しないでください。

 

送 付 日

年 月 日

※編集委員会受領日 年 月 日

※査読終了日 年 月 日

著 者 名
漢 字 等：

ローマ字：

連 絡 先

住所：（〒 － ）

： ：

：

表 題

英 文

タイトル

原稿種別

（ ○印 ）

論 文（ ） 研究ノート（ ） 研究動向（ ）

史料紹介（ ） 書 評 （ ）

原稿用紙

換算枚数

本文・目次・註 字詰め原稿用紙 枚 パソコン

ソフト名図 点、原稿用紙 枚

表 点、原稿用紙 枚 希望する

抜刷部数
部

写真 点、原稿用紙 枚

投稿に関す

る連絡方法

（ ○印 ）

（ ） 通知・校正とも による送受信でよい。

（ ） 通知は でよいが、校正は郵便を希望する。

（ ） 通知・校正ともに郵便を希望する。

要 旨

字以内

キーワード


